
「JA兵庫南自己改革」通信

JA兵庫南の働き方改革

JA兵庫南の自己改革への取り組み、進捗状況を報告します。

～農業の活性化と豊かな地域社会をめざし、創造的自己改革への挑戦！～
「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標に掲げ、取り組みます。

vol.10 第34回兵庫県JA大会

JA兵庫南における「働き方改革」に向けてVol.2

皆様に愛され
必要とされる
JAを目指して

今年の4月1日から働き方改革関連法案が順次施行されます。

兵庫南農業協同組合
代表理事組合長　中村 良祐
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「働き方改革」の目的は、働き過ぎ（長時間労働）を防ぎなが
ら、「ワーク・ライフ・バランス（個々の事情に合った仕事と生活の
バランス）」と「業務の効率化などによる労働生産性の向上」の
実現にあります。
少子高齢化や労働人口の減少が進む中、残業や休日返上を

して成果を挙げようとする古い価値観からの脱却を図らなけれ
ばなりません。
当JAでは、時間外労働の削減に向けて、毎週ノー残業デーを

設定し、残業する場合には事前承認を徹底しています。また、
4月からは、年次有給休暇取得に向けて職員自ら有休取得計画
を作成し、計画的な休暇取得を促していきます。
JAとして、組合員・利用者へのサービスの向上を図りながら、
職員の健康管理の充実とよりよい職場環境づくりに取り組んで
まいりますので、皆様のご理解ご協力をお願いいたします。

　昨年11月19日、「第34回兵庫県JA大会」が神戸市で開催され、JAグループ兵庫（県内14JAと連合会）関係者約300人が出席しました。
　3年に一度開催される同大会。今回の大会で次の3年間の取組方針を決定しました。それは、「新時代をひらく協同―持続可能な農業と地
域社会のために―」をメインテーマとして、「持続可能な農業の実現」「地域に密着した共感できる協同活動の展開」「ＪＡ経営基盤の確立・強
化と人づくり」です。

第34回兵庫県JA大会・統一広報
新時代をひらく協同

新時代をひらく協同  －持続可能な農業と地域社会のために－

JA兵庫南もこの決議事項に基づき、これからもJA自己改革を推し進めていきます

基本課題１
次世代組合員の確保

第34回兵庫県JA大会決議の全体像

JAグループ兵庫がめざす姿

正准、男女・年齢階層別
組合員数

共通目標

基本課題2
農業振興と販売事業の拡大

①主要農産物の生産量
または面積

②ＪＡ販売品販売高

共通目標

基本課題3
部門別損益の改善

部門別損益目標
共通目標

持続可能な農業の実現
•農業者の所得増大と農業生産の拡大
•地域実態を踏まえた担い手の育成・支援
•営農経済事業体制・機能の強化

JA経営基盤の確立・強化と人づくり
•執行体制の強化と経営計画の策定
•内部統制の整備とリスク管理態勢の強化
•財務基盤の構築と総合事業体としての機能強化
•JA域を超えた機能発揮や経営戦略の追求
•協同組合運動を牽引する人材育成と職場づくり

地域に密着した「共感」できる協同活動の展開
•組合員のアクティブ・メンバーシップの確立
•総合事業を通じた生活インフラ機能の発揮
•くらしの活動による「共感」を育む地域づくり

ＪＡグループ兵庫の
機能強化と組織の方向
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障害年金の請求について⑤

間食の上手な選び方
【JA兵庫厚生連】

　間食といえば、和菓子や洋菓子、果物を連想する人も多いと思います。
　しかし、本来は食事時間以外に摂ったもの全てを指しており、菓子類のほかに主食となる、おにぎりやめん類、飲料水・お酒な
ども含まれます。
　また、一般に間食は｢肥満の素｣と考えられ、｢いけないもの｣というイメージがありますが、間食の内容や摂る時間をきちんと選
べば、三度の食事で摂り切れない栄養素を補う絶好の機会といえます。
　そこで、賢い間食の摂り方と選び方についてご紹介します。

間食は、コミュニケーションを円滑にし、疲労回復を助ける効果もあり、悪いことばかりではありません。
｢何を｣｢いつ｣食べるかを考え、少し気をつけることで上手に選びましょう。
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暮らしのアドバイス 年金編

障害年金の請求について、事例を踏まえて紹介します。

［障害年金事例5］『精神障害の認定』
 本事例の概要
請求者　昭和60年5月生まれ　Iさん（男性）
初診日　平成16年4月△日　統合失調症
障害等級該当日　平成28年10月□日　事後重症請求日
請求日　平成28年10月□日　事後重症による請求
                                        （障害等級2級に該当）
【解説】
 請求手続き   中学、高校といじめを受け次第に不登校にな
り、大学入学後も1日も登校せずそのまま自室での引きこもり
生活となりました。外出や人との接触を極度に嫌がるため病
院に行くことが出来ませんでした。パソコンやゲーム以外に何
もする気がおこらず常に倦怠感があり、昼夜逆転生活を続け
たせいか幻覚・幻聴の症状が出てきたため、平成16年4月に
病院へ行き受診しました。

　投薬治療、カウンセリングを続けていますが快方に向かう
ことなく、現在も引きこもり生活を続けています。平成28年
10月に事後重症による請求をした結果Iさんは、障害基礎年
金の2級に該当しました。

 請求のポイント　Iさんは、症状が出現してから早めに受診さ
れていますが、精神障害の患者さんは外出や人との接触を嫌
がるため病院に行くことを拒否し、症状があるのに受診して
いない期間が長いケースが多いようです。症状が重くなってか
ら病院にかかっても、障害年金の請求は初診日から1年6カ月
待たないと出来ないので結果的に不利になってしまいます。
　本人の体調や気分の状態もありますができるだけ早く医師
の診断を受けられることが障害年金に関してだけではなく病
状の完治、寛容に向けての第一歩と思われます。

情報提供者　年金サポートセンター兵庫南
社会保険労務士 倉谷 和秀（JA兵庫南 顧問）

☎（079）427-4678

【間食の摂り方と選び方】
1日に摂っても良いとされる間食のカロリーは200kcal以下です。これは、1日
の摂取カロリーの10％に相当します。ダイエット中の人や食事制限のある人
は、たとえ200kcal以内でも糖質や脂肪分が多くなりやすい市販の食品は避
けたほうが良いでしょう。

同じ食材でも、加工方法によっては糖の消化吸収率に差が出ます。例えば、｢皮
をむいたりんご｣と｢りんごジュース｣とでは、ジュースの方が吸収率が60～
70％高くなるためおすすめしません。できるだけよく噛む必要のある食材を選
び、吸収率を下げましょう。

食べた後の活動時間が長ければ長いほどカロリーが消費できるので、午前中
か、遅くとも午後4時ごろまでに摂るようにしましょう。
注意したいのが、食後3時間以内に摂ると、通常の食事で食べたものといっ
しょに消化されてしまうことです。一度に大きなカロリーを取り込むことになる
ので避けましょう。

1日の栄養バランスを考え、その中で不足した栄養素が補える食品を選びま
しょう。通常の食事の中では、糖分と脂肪分を最も多く摂りやすいことから、こ
れら以外の栄養素(カルシウムやビタミン)を多く含む食品群を選ぶように心
がけましょう。また、低カロリーの食品を摂るようにしましょう。

酢昆布(ノンカロリー)
ドライフルーツ
(プルーン10個 110kcal)

コーンフレーク(25g)と
ミルク(コップ1杯)(160kcal)

穀物(さつまいも1/2本･
とうもろこし1/2本･枝豆120g)
(160kcal)

野菜スティック
(きゅうり中1本･にんじん1.5本)
柑橘系の果物(みかん6個･
はっさく1個)(80kcal)

ビタミン･
食物繊維･鉄
の補給が可能

ビタミン･
カルシウム
の補給が可能

ビタミン･食物
繊維･ミネラル
の補給が可能

ビタミン･食物
繊維･カリウム
の補給が可能

※ 間食と一緒に摂る飲み物は、｢水｣か｢お茶｣(ほぼ0kcal)に
    しましょう。
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